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第
八
十
七
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
各
年
度
の
う

ち
に
」
を
「
そ
の
年
度
の
」
に
、「
前
項
に
規
定
す
る
清
酒
等
の
製
造
者
」
を
「
特
例
適
用
製
造
者
」
に
、「
同
項
の
」

を
「
前
項
の
」
に
改
め
、「「
そ
の
年
度
（
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
の
各
年
度
（
」
と
、「
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
う
ち
に
そ
の
年
度
の
開
始
前
」と
、」を
削
り
、「
以
下
」

と
、」の
下
に
「
同
項
の
表
中
」
を
加
え
、「
、「
百
分
の
九
十
」
を
「
、「
九
十
分
の
六
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
八

十
」
と
、「
百
分
の
九
十
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三

十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、「
受
け
た
者
」
の
下
に「
の
う
ち
そ
の
年
度（
そ

の
年
の
四
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
開
始

前
一
年
間
に
お
け
る
酒
類
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
酒
類
（
同
法
第
二
十
八
条
若
し
く
は
第
二
十
九
条
の
規
定
又
は

第
八
十
七
条
の
六
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
量
が
一
万
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
酒
類
製
造
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
製
造
者
」
と
い
う
。）」
を
加

え
、「（
そ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
削
り
、「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
酒
類
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
」
を
加
え
、「
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
」
を

削
り
、「
ビ
ー
ル
の
製
造
者
」
を
「
特
例
適
用
製
造
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
」

を
削
り
、「
前
項
に
規
定
す
る
ビ
ー
ル
の
製
造
者
」
を
「
特
例
適
用
製
造
者
」
に
、「
同
項
の
」
を
「
前
項
の
」に
改
め
、

「「
そ
の
年
度
（
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
当
該
五
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
度
（
」

と
、「
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
末
日
ま
で
の
間
の
各
年
度
の
う
ち
に
そ
の
年
度
の
開
始
前
」
と
、」を
削
り
、
同
条
第

三
項
中
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
が
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
の
う
ち
そ
の
年
度
の
開
始
前
一
年
間
に
お
け
る
酒
類
の
製
造
場
か
ら
移
出
し

た
酒
類
の
数
量
が
一
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
酒
類
製
造
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用

製
造
者
」
と
い
う
。）が
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、「
に
お
け
る
」
の
下

に
「
酒
類
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
」
を
加
え
、「
又
は
第
二
十
九
条
」
を
「
若
し
く
は
第
二
十
九
条
の
規
定
又
は
第

八
十
七
条
の
六
」
に
改
め
、「
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
」
を
削
り
、「
ビ
ー
ル
の
製
造
者
」
を
「
特
例
適
用
製
造
者
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
各
年
度
の
う

ち
に
」
を
「
、
そ
の
年
度
の
」
に
、「
前
項
に
規
定
す
る
ビ
ー
ル
の
製
造
者
」
を
「
特
例
適
用
製
造
者
」に
、「
同
項
の
」

を
「
前
項
の
」
に
改
め
、「「
そ
の
年
度
の
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
の
各
年
度
の
う
ち
に
そ
の
年
度
の
」
と
、」を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
ビ
ー
ル
の
製
造
者
」
を
「
特

例
適
用
製
造
者
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
の
六
第
十
一
項
中
「
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
酒
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
者
又
は
納
税
義

務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
」
を
「
第
一
項
に
規
定
す
る
酒
類
で
同
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
購
入
し

た
と
認
め
ら
れ
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
免
税
酒
類
購
入
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
」
に
、「
第
一

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
酒
類
に
つ
き
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
酒
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
者
又
は
納

税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
を
「
免
税
酒
類
購
入
者
」
に
、「
第
八
十
七
条
の
六
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
酒
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
者
又
は
納
税
義
務
が
あ
る
」
を
「
第
八
十
七
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
酒
類
で

同
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
購
入
し
た
」
に
、「
免
税
酒
類
に
係
る
納
税
義
務
者
等
」
を
「
免
税
酒
類
購
入
者
」に
、

「
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
七
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
酒
類
の
同
項
に
規
定
す
る
譲
渡
等（
次
号
に
お
い
て「
免

税
酒
類
の
譲
渡
等
」
と
い
う
。）」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
酒
類
」
に
、「
免
税
酒
類
の
譲
渡
等
に
」
を
「
第
四
号
に
掲
げ

る
酒
類
に
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
準
用
さ
れ
る
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
酒
税
の
納
税
義
務
が

あ
る
者
又
は
納
税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
及
び
「
準
用
さ
れ
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
酒
類
に

つ
き
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
酒
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
者
又
は
納
税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」

を
「
準
用
さ
れ
る
免
税
酒
類
購
入
者
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
二

条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
種
の
製
造
た
ば
こ
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
紙
巻
た
ば
こ
」

に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
種
の
製
造
た
ば
こ
」
を
「
紙
巻
た
ば
こ
」

に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
の
七
第
一
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
九
十
条
第
二
項
」
を
「
第
六
項
並
び
に
第
九
十
条
第
二
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九

項
中
「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
）
は
、」を
「
）
は
」

に
、「
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、」を
「
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
」
に
、「
国
税
通
則
法
第
百
二
十
七
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号

中
同
法
第
七
十
四
条
の
五
第
二
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
百
二
十
九
条
」
を
「
国
税
通
則
法
第
百
二
十
八

条
（
第
二
号
中
同
法
第
七
十
四
条
の
五
第
二
号
イ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
並
び
に
第
三
号
中
同
条
第
二
号
イ
に
係
る
部

分
に
限
る
。）及
び
第
百
三
十
条
」
に
、「
、
同
号
ハ
」
を
「
同
号
ハ
」
に
、「
、
同
法
第
百
二
十
七
条
（
第
二
号
及
び
第

三
号
中
同
法
第
七
十
四
条
の
五
第
二
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
百
二
十
九
条
」
を
「
同
法
第
百
二
十
八
条

（
第
二
号
中
同
法
第
七
十
四
条
の
五
第
二
号
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
百
三
十
条
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
十
三
項
中
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
十
六
項
中
「
掲
げ
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、

同
条
第
十
七
項
の
表
中
「
第
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
十
四
条
の
三
第
七
項
」
に
、「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
」

を
「
第
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
に
、「
第
十
六
条
の
四

第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
の
五
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
の
二
第
七
項
中
「
掲
げ
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
同
法
第
十
四
条
第
六
項
」

を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「
掲
げ
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第

十
六
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

12

第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
該
当
す
る
特
定
石
油
化
学
製
品
の
移
入
を
し
た
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
所

が
次
に
掲
げ
る
場
所
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
た
だ
し
書
の
移
出
を
し
た
特
定
石
油
化
学
製
品
の
製
造

者
が
、
当
該
特
定
石
油
化
学
製
品
に
つ
き
、
当
該
移
出
を
し
た
日
の
属
す
る
月
分
の
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
書
面

を
同
項
に
規
定
す
る
期
限
内
に
提
出
し
、
か
つ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
石
油
化
学
製
品
が

第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
場
所
に
移
入
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
明
細

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
き
は
、
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一

当
該
特
定
石
油
化
学
製
品
を
移
出
し
た
者
と
当
該
特
定
石
油
化
学
製
品
を
当
該
場
所
に
移
入
し
た
者
が
同
一

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
移
入
を
し
た
場
所

二

前
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
特
定
石
油
化
学
製
品
の
製
造
者
が
移
出
す
る
当
該
特
定
石
油

化
学
製
品
が
継
続
し
て
移
入
さ
れ
る
場
所
で
、
当
該
製
造
者
が
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
移
出

を
す
る
製
造
場
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
も
の

13

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
揮
発
油
税
法
第
十
四
条
第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
場
所
が
同

項
に
規
定
す
る
特
定
石
油
化
学
製
品
を
継
続
し
て
移
入
す
る
場
所
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
石
油
化
学
製
品
を

移
入
す
る
者
が
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
場
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
と

き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
を
要
し
な
い
。

14

第
十
二
項
第
二
号
又
は
前
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
事
実
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
当
該
申
請
を
し
た
者
若
し
く
は
当
該
申
請
に
係
る
場
所
に
つ
き
揮
発
油
税
及
び

地
方
揮
発
油
税
の
保
全
上
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署
長
は
、
そ
の
承
認
を
与
え
な
い

こ
と
が
で
き
る
。

15

税
務
署
長
は
、
第
十
二
項
第
二
号
又
は
第
十
三
項
の
承
認
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す

る
事
実
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
揮
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
油
税
の
保
全
上
不
適
当
と
認
め
ら

れ
る
事
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

16

第
十
二
項
第
二
号
又
は
第
十
三
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な

つ
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
承
認
を
し
た
税
務
署
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

17

第
十
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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